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魚類標本の作製の流れ

１．魚類の採集・収集
２．種の同定
３．博物館標本としての登録
４．DNA用組織片の採取
５．写真撮影用鰭立て
６．写真撮影
７．標本の固定
８．標本の水洗とアルコール置換
９．収蔵庫での保管



１．魚類の採集・収集

魚市場での購入
（と未利用魚の拾集）

海岸での採集



２．種の同定



３．博物館標本としての登録

登録番号タグを付け，諸情報を台帳に記入



４．DNA組織の採取

筋肉や鰭を採取し、脱水して保管する
（100%エタノールへ漬ける）



５．写真撮影用鰭立て

左体側を手前にし、鰭立てを行う



５．写真撮影用鰭立て

慎重に鰭立て行う



５．写真撮影用鰭立て

完了図



５．写真撮影用鰭立て

鰭の根元にホルマリンを塗って、しばらく待つ



６．写真撮影

暗室・写真撮影台・水中・黒と白の背景



７．標本の固定

10%ホルマリンで固定（２週間～2か月）



８．標本の水洗とアルコール置換

水洗（半日～数日）し、アルコール
（エタノールなど）へ漬ける。



９．収蔵庫での保管

収蔵庫にて、研究・展示を待つ
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日本産魚類

・日本産魚類は379科（or 390科）1,587属4,665種（亜種・外来種
等含む）が報告されている（本村，2022のデータに基づく）

・年間40種程度，増えている

日本から記録された魚種数の変遷

種
数

Nakae and Matsuura (2022)より



日本産魚類検索
全種の同定, 第三版
中坊徹次(編), 東海大学出版会,
2013年2月，2,530ページ

画像はAmazonのwebページより

・当時の日本産魚類のほぼ全ての
359科4,210種（亜種等含む）を収録

・日本産魚類の同定等において，
現在でも最も有効・基本的な文献

・「誰にでも使え，専門家レベルの
魚種名がわかる」がポリシー

・定価は35,000円+税だった・・・





新版日本のハゼ
瀬能 宏（監修），矢野 維幾（写真），
鈴木寿之（著），渋川 浩一（著）

2021年4月新版発行

画像はAmazonのwebページより



増補改訂日本の淡水魚
藤田 朝彦（著），武内 啓明（著），
川瀬 成吾（著），細谷 和海（編），
内山 りゅう（写真）
2019年9月増補改訂版 発行

画像はAmazonのwebページより



魚類写真資料データベース

・国立科学博物館と神奈川
県立生命の星・地球博物館
の共同作業で開発・運営

・15万点以上の生態・生鮮
写真が収録

・瀬能宏博士同定



日本産魚種全種リスト（JAFリスト）

・鹿児島大学総合研究博
物館の本村浩之館長/教
授により作成・公開

・魚種数や学名，最近の
報告，変更・更新等が迅
速に参照できる

・高い更新頻度（2020年の
公開以降，2022年2月時
点で更新12回）

鹿児島大学総合研究博物館の本村浩之教授のwebページ



日本産魚種全種リスト（JAFリスト）
（エクセル版）

DB等の辞書ツール等として利用可能（本村さんにご一報を）



本日のまとめ

・同定は「日本産魚類検索全種の同定（第三版）」
から始めることが多い

・「日本のハゼ」や「日本の淡水魚(山渓)」なども便利

・「魚類写真資料データベース」は強力なツール（サイト）

・「日本産魚種全種リスト」は種数や最近の報告，変更・
更新等の確認やDB等の辞書ツールとして非常に有用

・「日本のドジョウ」や各地のフィールドガイド・図鑑も便利
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